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□はじめに 男性勝耽全摘除術漫画化にあたって

医療の現場で活躍されている先生方におかれましては、多忙な日々を送られ
ていることと存じます。

そのような先生方の状況を考慮し「あまり肩肘張らずに医療情報を配信する
事は出来ないか」と検討した結果、漫画を活用した『手術手技シリーズ』が生
まれました。前作コミック『神経温存前立腺全摘除術』から引き続き、今回の
作品は２度目となる『男性勝耽全摘除術』です。

漫画は､昨今広告物から各種専門書､または官公庁の刊行物にいたるまで様々
な分野で活用されております。その理由には以下の３つが挙げられます。

…
回記憶に残り、分かりやすい

漫画の表現は、「省略」と「強調」によって形成されています。
これは「説明する」といった行為の本質にあたり、専門的な解説もシンプルに
頭の中に入ってきます。

回親しみやすく蔑みやすい
表現豊かなキャラクターが集う物語形式で構成された漫画は、読者がストー
リーに感情移入しやすい為、読み疲れが少なく気軽に手に取って読める親しみ
やすさがあります。

回多くの情報を伝えやすい
文字だけの書類に比べ、図解入りの書類が読みやすいように、漫画はイラス
トや図案等と同様、視覚的な要素が大きく、文章よりも短時間で多くの'情報量
を伝えることができると言われています。

これらの特長を生かすことによって、「忙しい日々をお過ごしの医師の方々に、
的確に情報を提供し、かつ読み疲れせず記憶に残る」といった効果を期待して
おります。どうぞお気軽にご一読いただければ幸いです。
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手術手技シリーズ男性勝' :光全摘除術一受け継がれるメス紳細一

登場人物紹介
坂本祐馬
跨耽全摘術の指導を美鈴に行う名医。
厳しさと暖かさを持った指導で、美鈴も尊敬しており、坂本先
生もまた、美鈴の息子一斗くんを孫のようにかわいがっている。

森 野 美 鈴
本編の主人公。
どんな時でも明るく、周囲に元気を与える性格の持ち主。
院耽全摘除術の名医である坂本佑馬先生の元で、その手術手技
の習得に励む。高校からの同級生である夫太一郎と若くして結
婚し、１歳の子を持つ-児の母でもある。漣

森野太一郎
美鈴の夫。２冊の本を出版した、若いが才能のある絵本作家。
普段自宅にいるので、息子一斗くんの子守も担当している。料理が得
意で、いつも疲れて帰る美鈴を元気にさせている。

鑑
いつと

森野一斗
森野夫妻の一人息子、-歳。
美鈴の仕事の疲れを一気に取ってくれる癒しの原動力署蕊

あ ら す じ
駆け出しの医師である森野美鈴は、医師としてスタートするその時に妊娠し、産
休を取り、同期の医師からはやや遅れて医者の道を歩んでいた。勝耽全摘術の名
医である坂本祐馬先生に指導を仰ぎ、家族のフォローを受けながら、医師と育児
のハードワークを持ち前の明るさで乗り越えていく。
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手術手技シリーズ男性勝耽全摘除術一受け継がれるメス紳編一

コラム注射針のカラーコード
〆
注射針の根元は製品により、様々な色で彩られていますね。

これは規定により、注射針はカラーコードに従った色により針外径を
識別することとなっているためです。

以前は、製造販売業者がそれぞれ独自に色を決定していたため、同じ
規格であっても製造販売業者が異なると様々な色が存在していました。

しかし、この状態は安全上必ずしも好ましくないことから、告示（平
成１７年３月２５日付厚生労働省告示第１１２号）により国際標準化機
構規格(I s○規格）に統一されることになりました。

そのため、現在出荷されている製品は全てカラーコードに従って着色
されているのですね。

-

二コ 参考：医薬品医療機器情報提供ホームページ(http://www.info.pmda.go.jp/)
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